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2025.04.02版 このガイダンス資料は、アグリバイオ
インフォマティクス教育研究プログラ
ム(通称：アグリバイオ)の全体像や開
講科目の関係性などを理解するのが主
旨です。
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はじめに1

3

①アグリバイオインフォマティクス教
育研究プログラムのホームページ。お
知らせは、②受講に関する情報と、③
講義に関する情報に分けて随時更新し
ています。④受講生募集要項はこちら。

①

②

③

④



はじめに2

4

①「本ユニットについて」のページ。
②「概要・目的」のところにも記載さ
れていますが…

①

②



はじめに3
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①「本ユニットについて」のページ。
②「概要・目的」のところにも記載さ
れていますが、③バイオインフォマ
ティクスの実践的教育とバイオイン
フォマティクスに関連した農学生命科
学の研究指導を行っています。

②

③



はじめに4
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④

⑤ ⑥

④ページ下部に移動。⑤1科目以上の
合格者数は、昨年度までの過去21年間
で3,371名。⑥のべ合格者数は8,954名。
1人当たり平均で、8,954 / 3,371 = 
2.66科目に合格しています。



はじめに5
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④ページ下部に移動。⑤1科目以上の
合格者数は、昨年度までの過去21年間
で3,371名。⑥のべ合格者数は8,954名。
1人当たり平均で、8,954 / 3,371 = 
2.66科目に合格しています。⑦受講者
層としては、修士課程(特に修士1年)
が多数派です。

⑦
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プログラムメンバー1
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①

②

③

①教育プログラムメンバー。②ユニッ
ト長は東原研究科長。③副ユニット長
は岩田教授、④ユニット教員は3名。

④



プログラムメンバー2
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①教育プログラムメンバー。②ユニッ
ト長は東原研究科長。③副ユニット長
は岩田教授、④ユニット教員は3名。
⑤兼任教員、協力教員、講義担当教員、
非常勤講師、事務職員から構成されて
います。

⑤
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講義科目の概要1
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①

②
③

①教育プログラムをクリックした状態。
②開講科目は大きく3つのカテゴリ
（基礎、方法論、先端トピックス）に
分けられます。 ③各講義のページを
クリックすると…



講義科目の概要2
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①教育プログラムをクリックした状態。
②開講科目は大きく3つのカテゴリ
（基礎、方法論、先端トピックス）に
分けられます。 ③各講義のページを
クリックすると、各カテゴリに属する
講義科目が見られます。
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開講科目1
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2025(令和7)年度は、①赤枠の科目を
除く、計14科目を開講します。

①



開講科目2
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2025(令和7)年度は、①赤枠の科目を
除く、計14科目を開講します。このう
ち、②基礎の4科目は農学部の農学展
開科目となっています。東京大学農学
部の学生(学部生)は、これらのみ受講
可能です。

②



連携科目
◼ 農学生命科学研究科「生物測定学特論」

◼ 農学生命科学研究科「情報生命工学」

◼ 学際情報学府「総合分析情報学特論XVII」

◼ 学際情報学府「総合分析情報学特論XVIII」

◼ 学際情報学府「総合分析情報学特論13A」
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東京大学の大学院生は、これらの科目
に合格すると、アグリバイオの連携科
目として本プログラムの修了に必要な
単位に加えることができます。



8科目以上取得で修了証
◼ アグリバイオ開講科目

 「基礎」の4科目

 「方法論」の6科目

 「先端トピックス」の4科目

◼ 連携科目
 農学生命科学研究科「生物測定学特論」

 農学生命科学研究科「情報生命工学」

 学際情報学府「総合分析情報学特論XVII」

 学際情報学府「総合分析情報学特論XVIII」

 学際情報学府「総合分析情報学特論13A」

18

8科目以上取得された方には、本プロ
グラムを修了したことを認定し、修了
証を授与します。連携科目を有効利用
すれば、修了認定を受けやすくなりま
す。複数年度にまたがって取得した単
位を通算できます。対象者には事務局
から連絡します。
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受講上の注意 1
◼ 本学学生の方

 ほとんどの科目で、Zoomオンライン講義、オンデマンド配信ありの予定。

 「農学生命情報科学特論IV」のみ対面講義、オンデマンド配信なしの予定。

 講義資料・予習事項・出席確認などの連絡は、主にUTOLで行います。

◼ 一般の方（本学学生以外）
 大学院科目等履修生制度

◼ Sターム（4-9月実施分）の募集は1月に終了しています。

◼ Aターム（10以降実施分）の募集は2025年5月に掲載予定です。

 アグリバイオインフォマティクススクール
◼ 2025年10月に開校予定の有料講義の枠組みです。

◼ 詳細が決まり次第、随時Webサイトなどでお知らせします。

20

本学学生の方は、受講生募集要項・
UTAS・UTOLも合わせてご覧ください。



受講上の注意 2
◼ 本学学生の方

 ほとんどの科目で、Zoomオンライン講義、オンデマンド配信ありの予定。

 「農学生命情報科学特論IV」のみ対面講義、オンデマンド配信なしの予定。

 講義資料・予習事項・出席確認などの連絡は、主にUTOLで行います。

◼ 一般の方（本学学生以外）
 大学院科目等履修生制度

◼ Sターム（4-9月実施分）の募集は1月に終了しています。

◼ Aターム（10月以降実施分）の募集は2025年5月に掲載予定です。

 アグリバイオインフォマティクススクール
◼ 2025年10月に開校予定の有料講義の枠組みです。

◼ 詳細が決まり次第、随時Webサイトなどでお知らせします。

21

本学学生の方は、受講生募集要項・
UTAS・UTOLも合わせてご覧ください。
①一般の方は、2025年度より②のいず
れかの枠組みを利用可能です。

①

②



受講上の注意 3

22

本学学生の方は、受講生募集要項・
UTAS・UTOLも合わせてご覧ください。
①一般の方は、2025年度より②のいず
れかの枠組みを利用可能です。一般の
方向けの情報は、③で提供しています。

③



受講上の注意 4

23

本学学生の方は、受講生募集要項・
UTAS・UTOLも合わせてご覧ください。
①一般の方は、2025年度より②のいず
れかの枠組みを利用可能です。一般の
方向けの情報は、③で提供しています。
リンク先。随時更新していきます。
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講義科目詳細:基礎
◼ 生物配列解析基礎（4/9～）

 生命科学のためのデータベースの利用

 基本的な解析手法(ホモロジー検索、モチーフ解析、Pythonプログラミング、
系統解析など)

◼ ゲノム情報解析基礎（4/8～）
 ゲノム情報解析とRStudioのイントロダクション、k-mer解析の基礎と応用

 メタゲノム解析の基礎、メタゲノムの情報解析

◼ バイオスタティスティクス基礎論（4/18～）
 Rを用いた生物統計学の基礎、データの視覚化

 回帰分析、分散分析、主成分分析、多次元尺度構成法など

◼ 構造バイオインフォマティクス基礎（4/10～）
 タンパク質立体構造データベースの利用と応用

 X線結晶構造解析における情報処理

25

基礎4科目の概要。アグリバイオの通
常の講義時間(17:15～20:30)で実施し
ます。4/8(火)スタートです。
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講義科目詳細:方法論1
◼ 分子モデリングと分子シミュレーション（5/8～）

 分子軌道法、分子力学法、分子動力学法

 モンテカルロ法、複合体モデリングを予定。

◼ 機能ゲノム学（5/27～）
 ゲノム解析(バクテリアゲノム解析とその周辺、Hi-Cデータを中心とした染色体構造
解析)。Linux環境の構築。

 トランスクリプトーム解析(単一細胞解析)を予定。

◼ フィールドインフォマティクス（6/11～）
 フィールドから得られる画像やゲノム・トランスクリプトーム・イオノーム情報な
どを使った様々な研究手法を解説する予定。

27

方法論6科目中、最初の3科目の概要。
これらは、アグリバイオの通常の講義
時間(17:15～20:30)で実施予定です。



講義科目詳細:方法論2
◼ システム生物学概論（7/4～）

 システム生物学分野の根底にある考え方や近年の研究動向を紹介予定。

 13:00～17:00の計3回。

◼ 知識情報処理論（10/7～）
 機械学習（教師あり学習・教師なし学習）、深層学習、画像分類、物体検出など
のトピックを紹介予定。

 13:00～17:00の計3回。

◼ オーム情報解析（10/8～）
 アルゴリズムや数式に対する苦手意識の払しょくを目指し、最適化アルゴリズム
の1つである粒子群最適化(PSO)を中心に丁寧に解説する予定。

 13:00～17:00の計3回。

28

方法論6科目中、残りの3科目の概要。
これらは、アグリバイオの通常の講義
時間(17:15～20:30)とは異なります。
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講義科目詳細:先端トピックス
◼ 農学生命情報科学特論I（7/1～）

 農学や分子生物学などの分野で利用されているプログラミング
言語Pythonの最新事例を紹介しながら、Pythonの基礎文法の講
義を行う予定。

 13:00～17:00の計3回。

◼ 農学生命情報科学特論II（6/6～）
 植物の生育や、植物と気象の関係、植物生理学的な生命現象を
数理モデル化し、シミュレーションする手法に関する講義をRで
行う予定。

 17:15～20:30の計4回。

◼ 農学生命情報科学特論III（5/14～）
 環境センサーのデータを利用して、環境モニタリングに関する
簡単なデータ処理プログラムの作成を行う予定(Python)。

 13:00～17:00の計3回。

◼ 農学生命情報科学特論IV（10/6～）
 集団の内容を知る菌相解析、ゲノム機能の発現様式を知る各種
の解析など、多様な微生物現象とそれらの機能メカニズムを探
るインフォマティクスを、7名の専門家に論じてもらう予定。

 3-4限または2-4限の計3回。

 対面実施でオンデマンド配信なしの予定。
30

先端トピックスの概要。
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PythonとRと科目間の関係性
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今から覚えていくうえで有意義なプロ
グラミング言語はPythonです。①特論
Iと②特論IIIは、Pythonプログラミン
グに特化した講義です。Pythonは、③
～⑦の科目でも利用予定です。

① ②

④ ⑤

③

⑦

⑥



PythonとRと科目間の関係性
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Rは、アグリバイオ設立当初(2005年)
から、多くの科目で利用してきたデー
タ解析環境です。Rを主に利用する科
目は①～④です。興味ある方は、まず
は①と②の受講をお勧めします。

④

③

①

②



PythonとRと科目間の関係性
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タンパク質構造系はこちら。①「分子
モデリングと分子シミュレーション」
は、②「構造バイオインフォマティク
ス基礎」をベースとしています。

①

②



PythonとRと科目間の関係性
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農学部といえばコレ！というのが
フィールドインフォマティクス系の講
義。これら4科目はまとめて受講する
ことをお勧めします。

① ②

③

④



PythonとRと科目間の関係性
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③

②
①

⑥

④

⑤

バイオインフォマティクスのステレオ
タイプなイメージの講義に近いのは、
①～⑥といえます。特に①～⑤は、ゲ
ノム解析系の内容が多く含まれます。
③はLinuxの基礎も含みます。
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アグリバイオの教科書1
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①

アグリバイオの①教科書が2022年に刊
行されています。



アグリバイオの教科書2
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アグリバイオの①教科書が2022年に刊
行されています。多くの科目で教科書
または参考書指定しています。②表紙。

②



アグリバイオの教科書3
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アグリバイオの①教科書が2022年に刊
行されています。多くの科目で教科書
または参考書指定しています。②表紙。
③計7章から構成されており、②冊子
体と完全に対応しています。

②

③



③

アグリバイオの教科書4
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③教科書の章のタイトルと、講義科目
名は大まかに対応しています。



アグリバイオの教科書5
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ｃ

③教科書の章のタイトルと、講義科目
名は大まかに対応しています。基礎系
の2科目。



アグリバイオの教科書6
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ｃ

③教科書の章のタイトルと、講義科目
名は大まかに対応しています。基礎系
の2科目。第4章の内容は④と⑤の2科
目と関連しています。

④

⑤



アグリバイオの教科書7

44

③教科書の章のタイトルと、講義科目
名は大まかに対応しています。基礎系
の2科目。第4章の内容は④と⑤の2科
目と関連しています。第6章は、2020
年度まで開講していた科目と対応して
います。



アグリバイオの教科書8
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第1章の部分をクリックした結果。



アグリバイオの教科書9
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①

②

第1章の部分をクリックした結果。さ
らに①の赤枠部分をクリックすると、
②その章を構成する節が表示されます。



アグリバイオの教科書10

47

第1章の部分をクリックした結果。さ
らに①の赤枠部分をクリックすると、
②その章を構成する節が表示されます。
ゲノム情報解析のステレオタイプなイ
メージはゲノム配列決定ですが、③の
解説は④の科目で行われる予定です。
また、⑤の内容は⑥の科目で行われる
予定です。このように、必ずしも教科
書の章のタイトルと科目が一致してい
るわけではありません。③

④

⑤
⑥



アグリバイオの教科書11
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①

②

③

また、①第2章の、②2.4節と2.6節を、
③の科目で実施予定です。これら以外
については、教科書の章のタイトルと
講義科目がほぼ対応しています。
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講義で使用予定のソフトウェア1
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アグリバイオのトップページに、講義
で使用予定のソフトウェアに関する①
リンクがあります。

①



講義で使用予定のソフトウェア2
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アグリバイオのトップページに、講義
で使用予定のソフトウェアに関する①
リンクがあります。こんな感じになり
ます。4月8日から講義がスタートしま
すので、早めに必要なソフトウェアを
インストールしておいてください。



講義で使用予定のソフトウェア3
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②特にRStudio関連については、この
手順に従って進めてください。アグリ
バイオの講義で利用予定のパッケージ
のインストールや、RStudioのGUI画面
の説明まで含めています。ちなみに②
は…

②



講義で使用予定のソフトウェア4
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②特にRStudio関連については、この
手順に従って進めてください。アグリ
バイオの講義で利用予定のパッケージ
のインストールや、RStudioのGUI画面
の説明まで含めています。ちなみに②
は、③さきほどの教科書のページの…

①



講義で使用予定のソフトウェア5
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②特にRStudio関連については、この
手順に従って進めてください。アグリ
バイオの講義で利用予定のパッケージ
のインストールや、RStudioのGUI画面
の説明まで含めています。ちなみに②
は、③さきほどの教科書のページの、
④付録から見られる…

④



講義で使用予定のソフトウェア6
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②特にRStudio関連については、この
手順に従って進めてください。アグリ
バイオの講義で利用予定のパッケージ
のインストールや、RStudioのGUI画面
の説明まで含めています。ちなみに②
は、③さきほどの教科書のページの、
④付録から見られる、⑤R1.010という
項目と同じです。

⑤



講義で使用予定のソフトウェア7
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4/8(火)スタートの「ゲノム情報解析
基礎」などRStudioを利用する科目受
講予定者は、⑥も予習しておいてくだ
さい。例年、多くの学生が「作業ディ
レクトリの変更」など初歩的な部分で
躓きます。⑤と⑥は、4/7(月)を目途
に行ってください。

⑤

⑥
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事務局連絡先
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①事務局連絡先はこちら。②問い合わ
せフォームや③Xもあります。

①

②

③
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